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目的目的

　　近年、透析液の清浄化に関心が深まってい　　近年、透析液の清浄化に関心が深まってい
る。る。

　　当院ではライン管理の中でも炭酸カルシウ　　当院ではライン管理の中でも炭酸カルシウ
ム（炭カル）の析出に着目し、次亜塩素酸ナトム（炭カル）の析出に着目し、次亜塩素酸ナト
リウム（次亜）とＥＣＯ－２００（リウム（次亜）とＥＣＯ－２００（ECOECO）を使用し、）を使用し、

炭カルの発生量を調査し、またライン管理で炭カルの発生量を調査し、またライン管理で
は重要視されているエンドトキシン測定、培は重要視されているエンドトキシン測定、培
養検査を行い、比較検討する。養検査を行い、比較検討する。



ECOECO－－200200概要概要
主成分主成分

　次亜塩素酸ナトリウム、カルボン酸系金属キ　次亜塩素酸ナトリウム、カルボン酸系金属キ
レート剤、珪酸塩化合物、苛性アルカリレート剤、珪酸塩化合物、苛性アルカリ

外観外観

　淡黄色透明水溶液　淡黄色透明水溶液

pHpH（（2525℃）℃）

　　10.710.7±±0.20.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象機器対象機器
TCTC－－BB、、TPTP－－11、、TRTR－－2000M2000M（（東レ社製）東レ社製）

カットフィルター　カットフィルター　CFCF－－609N609N　（　（ニプロ社製）ニプロ社製）



方法方法

①透析液と各洗浄剤を混合し、一定時間静放置後　　①透析液と各洗浄剤を混合し、一定時間静放置後　　
混合液中に生成される析出物を濾別分離し、その　混合液中に生成される析出物を濾別分離し、その　
生成量を測定する。生成量を測定する。

　　ECOECO－２００（－２００（140140倍希釈液）倍希釈液）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋キンダリー液　　　　　　　　　　　　　　　　　＋キンダリー液AF2PAF2P号号
　　12%NaClO12%NaClO（（240240倍希釈液）倍希釈液）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋キンダリー液　　　　　　　　　　　　　　　　　＋キンダリー液AF2PAF2P号号

　放置条件　放置条件
　　液温＝　　液温＝3535℃℃、　放置時間＝、　放置時間＝1414日間　　　日間　　　
②②ETET測定、培養検査測定、培養検査
　　ETET測定　（和光純薬トキシノメータ－）測定　（和光純薬トキシノメータ－）

　生菌数測定　（日本ベクトン・ディッキンソン社）　生菌数測定　（日本ベクトン・ディッキンソン社）
　　　　R2AR2A培地、標準寒天培地を培地、標準寒天培地を2525度で度で77日間培養　日間培養　



洗浄方法洗浄方法

使用薬液使用薬液

　　12%NaClO12%NaClO　　615ppm615ppm＋サンフリー＋サンフリーLL　　120120倍希釈　倍希釈　

ECOECO－－200200　　500ppm500ppm＋サンフリ－＋サンフリ－LL　　120120倍希釈　　　　倍希釈　　　　

洗浄時間洗浄時間

　酸洗浄　酸洗浄

　水洗（　水洗（2020分）分）→→酸洗浄（酸洗浄（2020分）分）→→封入（封入（2020分）分）→→水洗（水洗（6060分）分）
　　

　　　　[[１２１２%%NaClONaClO　２回／　２回／WW　　　　　　ECOECO－－200200　　11回／回／2W]2W]　　　　　　
　　　　　　　　　　

　薬液洗浄　薬液洗浄

　水洗（　水洗（2020分）分）→→薬洗（薬洗（2020分）分）→→封入（封入（120120分）分）→→水洗（水洗（3030分）分）
→→翌朝水洗（翌朝水洗（7070分）分）

　　　　



透析液配合薬剤と析出物量関係図透析液配合薬剤と析出物量関係図
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生菌数生菌数

300300↑↑47.547.5－－－－－－ＥＴＣＦカプＥＴＣＦカプ
ラ－（ラ－（R2AR2A））

00000.10.10.40.41.31.3ETCFETCF後後

（（標準標準））

300300↑↑00－－－－－－ETCFETCFカプカプ

ラ－（標準）ラ－（標準）
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透析液の培養状態透析液の培養状態

R2AR2A培地　培地　CFCF前（次亜）　　　　前（次亜）　　　　R2AR2A培地　培地　CFCF前（前（ECOECO）　）　

　　　　
ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌 ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌

Bacillus.sp                        Bacillus.sp                        　　グラム陽性桿菌グラム陽性桿菌



CFCF前カプラの培養状態前カプラの培養状態

ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌

グラム陽性桿菌グラム陽性桿菌

グラム陰性桿菌グラム陰性桿菌



結果結果

　今回、　今回、ECOECO－－200200と次亜塩素酸ナトリウムをと次亜塩素酸ナトリウムを

使用し比較した結果、使用し比較した結果、

ＥＣＯ－ＥＣＯ－200200使用により、発生析出物量（炭酸使用により、発生析出物量（炭酸

カルシウム）及びエンドトキシン値、生菌数はカルシウム）及びエンドトキシン値、生菌数は
減少した。減少した。

ＣＦに接続されているカプラ－から採取し、培ＣＦに接続されているカプラ－から採取し、培
養した結果、生菌数が上昇した。養した結果、生菌数が上昇した。



考察考察

　　透析液ライン配管洗浄剤　　　透析液ライン配管洗浄剤　ECOECO－－200200は、は、

次亜より優れた炭カルスケール形成抑止力次亜より優れた炭カルスケール形成抑止力
を保有しており、エンドトキシン、生菌数の減を保有しており、エンドトキシン、生菌数の減
少にもまた有用であると思われる。少にもまた有用であると思われる。

　　今後、カプラーの洗浄を見直す必要がある　　今後、カプラーの洗浄を見直す必要がある
と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　


